
株式会社ジェイアール西日本マルニックス 一般事業主行動計画 

従業員が仕事と子育てを両立し安心して働ける雇用環境を整備し、すべての従業員がそ

の能力を十分に発揮できるようにするため、次の目標を策定する。 

 

1. 計画期間 令和７年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

 

2. 内容 

目標 1：男性社員の育児休業等の取得率を５０％以上にする 

 

＜対策＞ 

●令和７年  ４月～ 育児休業制度の目的や内容・手続き、取得促進方針、取得者のイン

タビューを社内報や社内イントラネット、各職場の掲示版に掲出

することで、周知・啓蒙活動を行う。 

●令和７年  ４月～ 育児休業制度についての相談窓口担当者を置き、従業員からの質

問や相談に答える体制を整える。 

●令和７年  ４月～ 上司が対象者に面談を行い、取得の慫慂や課題把握を行う。 

●令和７年  ４月～ アンケートを行い従業員のニーズや取得の障壁を把握し対策を検

討する（年１回）。 

 

 目標２：フルタイム労働者一人当たりの各月ごとの法定時間外労働及び法定休日労働の

合計時間数を２０時間未満とする。 

 

＜対策＞ 

●令和７年  ４月～ フレックス制度と変形労働時間制を導入し、社内報や社内イント

ラネット、各職場の掲示版に掲出することで、周知・啓蒙活動を行

い、効率的な働き方とワークライフバランスの達成を図る。 

●令和７年  ６月～ 人事・経理システムを更新・活用するほか、作業ダイヤの見直し、

一人の従業員が複数の担務を行えるようにすることで生産性を向

上する。 

●令和７年  ６月～ 超勤時間を把握し管理職が仕事の差配など職場の管理を行う（月

１回）。  

●令和７年 １０月  働き方に関する従業員アンケートを行い、課題を把握し対策を実

施する（年１回）。 

以上 

 

 



女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画 

株式会社ジェイアール西日本マルニックス 

 

性別にかかわらず誰もが意欲と能力を発揮し、安心して働き続けられる会社を実現する

ために策定するものである。女性のキャリア形成を後押しする仕組みづくりや、男女ともに

育児休業を取得しやすい風土づくりを進め、より公平で活力ある職場を目指す。 

 

3. 計画期間 令和８年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

 

4. 内容 

目標 1：昇格試験の受験者の女性比率を 25％にする 

 

＜対策＞ 

●令和８年  ４月～ 今後の女性ステップアップに関する問題や改善点についてヒアリ

ングを実施 

●令和８年  ４月～ 活躍している従業員の紹介記事の掲載（社内インラインや各箇所

の見やすい場所への掲示等） 

●令和８年  １０月 男女ともにステップアップできる環境づくりを進める（管理職へ

の教育や研修等） 

 

 

 

 目標２：男性の育児休業取得率を 50％以上にする 

 

＜対策＞ 

●令和８年  ４月～ 育児休業制度の目的や内容・手続き周知（社内インラインや各箇所

の見やすい場所への掲示等） 

           制度に対する認知度や利用の向上のため、支給モデルなどを用い

て対象者がイメージしやすいように説明や周知を行う 

●令和８年  ６月～ 対象者に対する上司による面談 

●令和８年  ６月～ 取得者の紹介記事の掲載を行い、身近な取得例をあげることで取

得率の向上に努める 

●令和８年 １０月  アンケートの実施によるニーズや課題の把握と対策の企画 

以上 

 

 


